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の間には，それぞれ有意の相関がある．交差位置と開析度との相関係数はO．962で，危険率1
％で有意である、交差位置とヒプソ積分との相関係数は一0，814で5％水準で有意である。上
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流山地の開析と扇状地の形成とは直接の対応関係にあるものではたいし，このようにして得ら
れた扇面の開析度たるものが，扇状地の新旧を正しく示すものとはいえないが，しかしある時
間的経過を示す指標とはなりうるであろう．そこで上流山地の開析が進み，扇状地が古くなる
ほど扇頂での下刻が進み，土石はんらんに関係する交差位置が下流へ移動するということが一
般的にいえよう．
4．土砂災割こ関連」ての扇状地の三つのタイプ分け
以上のような考察から，主として急傾斜小規模扇状地について，扇面こう配と河床こう配と
の関係に着目して，扇状地を次の三つのタイプに分類し，上流山地の地形・地質条件とも関連
させて，それぞれのタイプにおける土砂災害の様相を考えたい．
　I．渓流は扇頂から扇端まで白然堤防状の高所を流れ，渓床が全体に扇面よりも高いもの
　　で，上流からの土石供給の多い若いステージにある扇状地と考えられる。流送土石量が多
　　いときには，扇頂から扇面全体に土石はんらんが生ずる．（Thi6ryの示した扇状地形成
　　の第！期にあたる．）
　n．渓流は扇頂部を下刻し，扇央部で渓床と扇面との交点が生ずる．一般に時期が進むにつ
　　れて下刻は進み，扇頂での比高は大きくなり，交点は下流へ移動する．土石のはんらんは
　　この交点付近からはじまることが多いので，扇頂部は安定な面となる．
皿。下刻は扇端まで及び，渓床は全体に低下して扇面とは交わらず，渓流は扇面に刻まれた
　　広い河床内を蛇行する・土石はこの河床内にはんらんし，扇面にあふれない．このようた
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図7　　扇状地の三つのタイプ模式図
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　　扇状地は上流からの土石供給が非常に少なくなった形成終期のステージにあると考えられ
　　る．隆起扇状地もこのタイプにはいるが，上流からの供給が多い条件が存在すると，扇頂
　　部の渓床が高くなり，扇面への土石はんらんが生ずることになる．
　以上の三つのタイプにつき，扇面と渓床との関係を模式的に図7に示した．
　扇状地の土砂災害を考える場合，上流山地および扇状地発達の時期を反映したタイプに大き
く分類して，地形発達史的オーダーの時間での災害危険度を判定し，さらに細かく扇面の微地
形面分類をして，位置・形状・こう配・現河床との比高などから，危険地の指摘を行なうこと
ができよう．
5一あとがき
　山地崩壊・土石流出は地形発達史的時間で発生する現象であり，関係要因とくに土地の性質
（地形，地質，土質，植生等の条件）が不均一であるため，一定の浸食営力に対する対応の仕
方がきわめて多様性をもつ一したがってわれわれのとぼしい経験では，容易には一般化し得な
い．本報告では，地形形成吏的なマクロな観点から，扇状地の地形と土砂災害との関連につい
て考察した結果について述べたが，さらに多くの扇状地災害例について考察することによっ
て，さらに短い時問単位での現象の解明を可能にすることが必要である．また諾要因を抽象
化，単純化した実験も，自然現象を説明しつくすものではないが，現象を究明する重要な手段
であるので，今後はこの面からの考察も併行して進めたい・
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